
写
生
会
の
仲
間
の
提
案

で
東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
線

の
鐘
ヶ
淵
に
行
っ
た
。
池

波
正
太
郎
の
歴
史
小
説

｢

剣
客
商
売｣

で
秋
山
小
兵

衛
が
隠
居
し
た
所
。
国
土

地
理
院
の
地
図
で
は
駅
付

近
は
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

昔
は
大
湿
地
帯
だ
っ
た
ろ

う
。
今
は
閑
静
な
住
宅
街
。

駅
か
ら
西
に
歩
く
と
一

キ
ロ
も
続
く
万
里
の
長
城

の
よ
う
な
都
営
白
髭
ア
パ
ー

ト
。
大
震
災
時
の
延
焼
を

防
ぐ
為
だ
。
建
物
の
間
を

通
り
水
神
大
橋
に
来
る
と

視
界
が
開
け
た
。
隅
田
川

だ
。
高
度
成
長
の
頃
は
真
っ

黒
だ
っ
た
川
も
今
は
き
れ

い
に
な
っ
て
い
た
。

水
神
大
橋
を
渡
る
と
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
大
き
く
見

え
た
。
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水

神

大

橋

か

ら

見

る

ス

カ

イ

ツ

リ

ー

東
京
都
荒
川
区
南
千
住二

〇
一
九
年
一
月

二
〇
〇
九
年
十
二
月
か

ら
始
め
た
日
曜
ジ
ジ
通
信

も
九
年
余
り
で
四
百
号
と

な
り
ま
し
た
。
元
気
で
い

る
限
り
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
感
想
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

編 集 後 記

す

い

じ

ん

辺
野
古
の
県
民
投
票
の

一
方
、
石
垣
島
で
は
陸
上

自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
基
地

建
設
が
問
題
に
。
そ
の
賛

否
を
問
う
住
民
投
票
条
例

の
制
定
の
直
接
請
求
に
住

民
の
37
％(
法
定
数
の
十

八
倍)

が
署
名
。

軍
は
住
民
を
守
ら
な
い

第
二
次
大
戦
で
沖
縄
の

日
本
軍
の
使
命
は
沖
縄
防

衛
で
は
無
く
、
本
土
防
衛
。

米
軍
の
攻
撃
を
避
け
て
ガ

マ(

鍾
乳
洞)

に
避
難
し
た

住
民
を
日
本
軍
は｢

本
土

防
衛
の
軍
の
為｣

に
追
い

出
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
時
代

の
今
日
で
は
ど
う
か
？

ミ
サ
イ
ル
防
衛

Ａ
国
と
Ｂ

国
は
共
に
核

兵
器
を
持
ち
、

大
陸
間
弾
道

弾(

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ)

や
中
距
離
ミ

サ
イ
ル
を
保

有
。
Ｊ
国
は
Ｂ
国
の
同
盟

国
。
Ａ
国
が
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を

発
射
し
た
ら
、
Ｊ
国
の
陸

上
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
で

撃
ち
落
と
す
戦
略
だ
。

Ａ
国
の
攻
撃
戦
略

対
す
る
Ａ
国
は
先
ず
中

距
離
核
ミ
サ
イ
ル
を
Ｊ
国

に
発
射
。
迎
撃
シ
ス
テ
ム

で
は
対
処
で

き
な
い
。
Ｊ

国
の
迎
撃
シ

ス
テ
ム
は
滅

亡
。
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
発

射
に
僅
か
に

遅
れ
て
に
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
発

射
す
れ
ば
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

の
心
配
無
し
に
Ｂ
国
を
破

壊
出
来
る
。

つ
ま
り
、
石
垣
島
に
ミ

サ
イ
ル
基
地
が
あ
れ
ば
、

真
っ
先
に
攻
撃
さ
れ
る
。

そ
の
基
地
は
石
垣
島
を
守

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
沖

縄
戦
と
同
じ
だ
。

基地建設に住民投票の直接請求(石垣島)

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

Ａ国 Ｂ国

Ｊ国

Ａ国 Ｂ国

Ｊ国


